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【
コ
ー
ス
】
私
市
駅
～
土
生
川
～
窪

坂
の
湧
き
水
～
若
宮
神
社
～
加
賀
田

用
水
～
磐
船
街
道
四
辻
～
私
市
仁
左

衛
門
旧
宅
跡
～
私
市
橋
～
天
野
川
取

口
・
会
所
と
堰
～
私
市
水
辺
プ
ラ
ザ

～
天
野
川
の
近
代
土
木
遺
産
～
加
賀

田
用
水
取
口
～
星
の
里
い
わ
ふ
ね
・

私
市
富
士
登
り
口
・
緑
の
市
場
・
私

市
い
ち
ご
復
活
～
弘
安
地
蔵
～
私
市

駅 

 

交
野
郷
土
史
か
る
た 

 

交
野
古
文
化
同
好
会
が
、
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
子
供
た
ち
が
楽
し

く
か
る
た
取
り
を
し
な
が
ら
、
交
野
の

歴
史
を
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
と
昭
和

５
３
年
「
交
野
郷
土
史
か
る
た
」
が
作

ら
れ
た
。 

 

絵
札
を
描
か
れ
た
の
は
、
当
時
交
野

市
立
第
３
中
学
校
の
美
術
の
先
生
で

あ
っ
た
森
本
順
子
さ
ん
で
す
。 

 

交
野
線
は
近
鉄
生
駒
駅
に
繋
が
る
予

定
だ
っ
た
！ 

 

京
阪
電
車
・
交
野
線
、
実
は
当
時
の

信
貴
生
駒
電
鉄
に
よ
っ
て
枚
方
市
駅
か

ら
近
鉄
生
駒
駅
ま
で
建
設
さ
れ
る
予
定

で
し
た
。
目
的
は
、
信
貴
山
朝
護
孫
子

寺
（
し
ぎ
さ
ん
ち
ょ
う
ご
そ
ん
し
じ
）

へ
の
参
拝
客
輸
送
を
目
論
ん
で
の
こ
と

で
し
た
。 

  

企
画
当
初
は
京
阪
枚
方
市
駅
か
ら
私

市
駅
を
通
過
し
、
奈
良
県
の
近
鉄
生
駒

駅
を
結
ぶ
計
画
で
し
た
が
、
「
枚
方
市

駅
～
私
市
駅
」
間
を
完
成
さ
せ
た
昭
和

４
年
の
直
後
、
「
私
市
駅
」
か
ら
「
生

駒
駅
」
ま
で
は
わ
ず
か
１
０
ｋ
ｍ
で
す

が
、
私
市
よ
り
南
は
急
な
山
間
部
で
難

工
事
が
予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
日
本
経
済

を
襲
っ
た
昭
和
大
恐
慌
（
昭
和
５
～
６

年
）
に
よ
る
経
営
難
で
、
信
貴
生
駒
電

鉄
は
「
私
市
駅
～
生
駒
駅
」
間
の
計
画

を
断
念
さ
れ
ま
し
た
。 

  

経
営
母
体
は
複
雑
な
変
遷
【
信
貴
生

駒
電
鉄
枚
方
線
は
１
９
３
９
年
（
昭
和

１
４
年
）
、
交
野
電
気
鉄
道
に
譲
渡
、

そ
の
後
、
京
阪
神
急
行
電
鉄
を
経
て
京

阪
交
野
線
と
な
る
。
】
を
た
ど

り
、
現
在
の
京
阪
電
鉄
・
交
野

線
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 

私
市
駅
の
前
に
は
現
在
も
南

向
き
に
長
い
直
線
の
公
園
が
あ

り
ま
す
が
、
延
長
計
画
の
名
残

な
の
で
す
。 

 
 

歴史健康ウオーク 

「交野かるためぐり 

 私市編」② 

案内人・村田 義朗 

 

令和８年３月１４日（土） 

京阪・私市駅  

午前１０時集合出発 

  ＜私市のアーカイブ＞ 

① 私市駅 生駒電鉄交野線 昭和４年開通 

    複線化全線完成 平成４年 

② 水道局 低区給水タンク  

   １期目は昭和45年 ２期目は平成４年 

③ 江戸末期 私市人口 ７０軒 ２８０人 

④ うえん山昭和48年崩す 岩屋道南 つぶれ池 

⑤ 千手寺の収蔵庫 昭和４８年完成 

⑥ 獅子窟寺に電灯がつく 昭和４３年 

⑦ 獅子窟寺 薬師如来像 S４３年国宝に指定 

⑧ 昭和４６年 私市会館新築完成 

⑨ 昭和４９年 私市山手「新町名」実施 

右
図
は
計
画
さ
れ
て
い
た
路
線
予
想
図 

  昭和３０年代の私市駅  
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若
宮
神
社 

 

私
市
は
昔
か
ら
一
村
二
社
と
な
っ
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
（
宝
永
１
７
０
４
～
１

７
１
１
年
）
、
私
市
村
は
磐
船
神
社
を
総

社
と
し
て
い
ま
し
た
が
宮
座
争
い
が
あ
っ

て
ま
と
ま
ら
ず
、
そ
の
分
霊
を
持
ち
帰

り
、
村
の
入
口
に
宮
を
建
て
祀
っ
た
。 

 

天
田
宮
が
あ
っ
た
の
で
、
後
か
ら
出
来

た
宮
、
若
い
宮
と
名
付
け
た
。 

「
さ
い
た
か 

さ
い
た
か 
西
念
寺 

 

う
い
た
か 

う
い
た
か 

雲
林
寺 

 
 

松
の
た
か
ら
は 

松
宝
寺
」 

 

私
市
会
館 

ラ
ジ
オ
体
操
・
秋
祭
り 

 

 

和
歌
山
県
出
身
で
、
終
戦
（
１
９
４
５

年
８
月
１
５
日
）
を
知
ら
ず
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ル
バ
ン
グ
島
で
約
２
９
年
間
戦
い
続

け
、
１
９
７
４
年
に
帰
国
し
た
軍
人
・
小

野
田 

寛
郎
（
お
の
だ 

ひ
ろ
お
）
さ
ん
が

講
演
さ
れ
た
。 

 

加
賀
田
用
水 

 

江
戸
時
代
中
頃
（
１
７
０
０
年
代
）
、

私
市
の
池
堂
か
ら
森
の
加
賀
田
に
用
水
を

引
き
、
草
川
を
通
し
て
私
部
の
官
田
ま
で

水
を
流
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
明
治
１
６

年
頃
、
天
野
川
の
井
堰
が
完
成
。 

 

そ
の
後
、
大
正
１
２
年
１
０
月
の
大
雨

で
諸
川
が
氾
濫
し
加
賀
田
用
水
堰
が
崩
壊

し
た
た
め
、
美
田
５
０
町
あ
ま
り
が
荒
野

に
な
り
村
民
は
悲
嘆
に
暮
れ
た
。
私
市
の

田
圃
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
西
村
忠
逸
氏

（
１
８
７
２
～
１
９
４
１
）
が
深
く
こ
の

こ
と
を
悲
し
み
、
同
志
た
ち
と
水
利
組
合

を
組
織
し
て
復
興
に
あ
た
る
こ
と
に
し

た
。
同
年
１
２
月
に
起
工
し
、
昭
和
１
０

年
５
月
に
完
成
し
た
。
上
流
の
堰
を
復
旧

し
た
だ
け
で
な
く
、
下
流
に
一
つ
堰
を
設

け
て
、
新
た
な
水
路
を
つ
く
っ
た
。
か
が

田
の
「
か
が
」
は
利
益
・
利
得
の
意
味

で
、
収
穫
の
多
い
田
と
言
う
意
味
で
あ
ろ

う
。 

 

私
市
仁
左
衛
門
旧
宅
跡 

私
市
の
四
辻
（
旧
磐
船
街
道
）
か
ら
西
に

向
か
っ
て
歩
く
と
左
手
に
私
市
仁
左
衛
門

の
旧
宅
跡
が
あ
り
、
今
は
駐
車
場
と
な
っ

て
い
る
。
元
禄
２
年
（
１
６
８
９
）
２
月

に
当
地
方
を
訪
れ
た
当
時
六
十
才
の
貝
原

益
軒
が
仁
左
衛
門
宅
に
一
夜
を
借
り
た
。 

 

貝
原
益
軒
は
紀
行
文
「
南
遊
紀
行
」
に
当

時
の
天
野
川
の
情
景
を
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。 

 

「
獅
子
窟
山
よ
り
天
野
川
を
見
下
ろ
せ

ば
そ
の
川
、
東
西
に
直
に
流
れ
、
砂
川
に

水
少
な
く
、
そ
の
川
原
白
く
、
ひ
ろ
く
、

長
く
し
て
、
恰
も(

あ
た
か
も
）
天
上
の

川
の
形
の
如
し
、
さ
て
こ
そ
、
こ
の
川
を

天
野
川
と
は
、
只
天
野
川
の
流
れ
の
末
ば

か
り
を
渡
り
て
、
古
人
の
天
野
川
と
名
付

け
し
意
を
知
ら
ず
。
お
お
よ
そ
諸
国
の
川

を
見
し
に
、
か
く
の
ご
と
く
白
砂
の
ひ
ろ

く
直
に
し
て
、
数
里
長
く
つ
づ
き
た
る
は

い
ま
だ
見
ず
。
天
野
川
と
名
付
け
し
こ

と
、
む
べ
な
り
」 

 

▼
交
野
郷
土
史
か
る
た 

 
 
 

伝
説 

豊
か
な 

天
野
川 

  

大
昔
、
饒
速
日
命
（
に
ぎ
は
や
ひ
の
み

こ
と
）
が
磐
樟
船
（
い
わ
く
す
ぶ
ね
）
に

乗
っ
て
哮
が
峰
（
た
け
る
が
み
ね
）
に
天

降
っ
た
と
い
う
話
、
ま
た
、
平
安
時
代
に

入
っ
て
、
む
か
し
の
甘
野
川
は
天
の
川 

と
な
り
、
天
上
の
天
の
川
に
あ
て
は
め
た

七
夕
の
話
等
い
ろ
ん
な
伝
説
に
富
ん
で
い

ま
す
。 

 

こ
れ
ら
は
天
野
川
流
域
の
農
耕
文
化
の

発
展
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

天
の
川
の
源
は
、
生
駒
山
の
下
の
北
よ

り
流
れ
出
で
田
原
と
言
う
谷
を
過
ぎ
、
岩

舟
に
落
ち
、
私
市
村
の
南
を
経
、
枚
方
町

の
北
へ
出
て
淀
川
に
入
る
。 

 

私
市
水
辺
プ
ラ
ザ 

 

平
成
８
年
計
画
策
定 

１
９
年
完
成 

 
 

 

一
級
河
川
天
野
川
の
当
区
間
（
日
の
出

橋
か
ら
八
幡
橋
）
約
４
３
０
ｍ
に
は
、
豊

か
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
、
多
種
の
動
植

物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
大
阪
市
立
大
学
理
学
部
植
物
園

や
交
野
市
立
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
、
府
民
の
森
・
ほ
し
だ
園
地

の
ほ
か
歴
史
的
価
値
の
高
い
砂
防
え
ん
堤

な
ど
、
訪
れ
た
人
々
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
る
施
設
や
歴
史
的
価
値
の
あ
る
施

設
が
川
に
沿
っ
て
数
多
く
あ
り
ま
す
。 

  

天
野
川
水
辺
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
は
こ
う

し
た
自
然
環

境
を
保
全
す

る
と
と
も

に
、
川
沿
い

に
あ
る
交
流

拠
点
と
連
携

し
、
地
域
交

流
の
拠
点
に

ふ
さ
わ
し
い

水
辺
空
間
を

創
造
す
る
。 
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天
野
川
の
近
代
土
木
遺
産 

 

国
登
録
有
形
文
化
財 

（
明
治
時
代
） 

①
天
野
川
堰
堤 

１
基(

石
造
堰
堤
、 

 
 
 
 

堤
長
２
０
ｍ
、
高
さ
６
ｍ) 

②
尺
治
川
堰
堤 
１
基(

石
造
堰
堤
、 

 
 

堤
長
９
．
３
ｍ
、
高
さ
２
．
２
ｍ) 

③
尺
治
川
床
固
工 

１
基(
石
造
堰
堤
、 

 
 

堤
長
９
ｍ
、
高
さ
１
．
８
ｍ) 

 

※
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
デ
・
レ
ー
ケ
の
指

導
に
よ
り
砂
防
堰
堤
が
築
造
さ
れ
た
。 

 

 

   

天
野
川
の
歌
碑 

 

・
和
歌 

狩
り
暮
ら
し
棚
機
女
（
た
な
ば

た
つ
め
）
に
宿
借
ら
む 

天
の
川
原
に
我

は
来
に
け
り 

・
歌
人 

古
今
和
歌
集 

伊
勢
物
語 

 

 
 

 
 
 

 
 

在
原
業
平 

・
歌
意 

一
日
狩
り
を
し
て
日
も
暮
れ
た

の
で
、
織
姫
さ
ま
に
宿
を
借
り
よ
う
。
折

角
、
七
夕
で
有
名
な
天
の
川
原
に
来
た
の

だ
か
ら
。 

・
揮
豪 

谷
井
昭
雄
氏
（
元
松
下
電
器
産

業
株
式
会
社
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会

社
）
社
長
） 

・
建
立 

２
０
０
７
年
５
月
２
６
日 

 

「
解
説
」 

こ
の
和
歌
は
、
惟
喬
親
王

と
渚
の
院
で
花
見
を
し
た
後
、
天
の
川
に

来
て
詠
っ
た
和
歌
で
、
１
２
０
０
年
前
、

平
安
時
代
の
京
都
の
貴
族
の
間
で
、
交
野

が
原
が
、
七
夕
伝
説
の
里
で
あ
る
と
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。 

 

加
賀
田
用
水
取
水
口 

星
の
里
い
わ
ふ
ね 

私
市
富
士 

 

高
さ
１
１
２
ｍ
の
小
高
い
山
で
、
１
５

分
程
度
で
登
れ
ま
す
が
結
構
き
つ
い
。
頂

上
は
３
６
０
度
の
見
晴
ら
し
で
す
。 

 

私
市
の
イ
チ
ゴ
の
復
活 

  

「
私
市
の

香
り
」
大
矢

農
園
（
ア

ロ
ー
ズ

フ
ァ
ー
ム
）

が
１
０
年
か

け
て
復
活
。 

 

弘
安
地
蔵
（
私
市
共
同
墓
地
内
） 

 

「
私
市
共
同
墓
地
」
に
弘
安
地
蔵
さ
ん

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
お
地
蔵
さ
ん
は
、
府
内
で
最
古
の

銘
「
弘
安
４
年
（
１
２
８
１
年
）
」
を
持

つ
お
地
蔵
さ
ん
で
、
昭
和
三
十
六
年
十

月
、
大
阪
府
指
定
文
化
財
・
重
要
美
術
品

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

弘
安
地
蔵
さ
ん
は
、
右
手
に
錫
杖
を
持

た
な
い
古
い
形
式
の
も
の
で
、
頭
上
と
そ

の
左
右
に
は
「
右
ハ
為
二
浄
林
浄
雲
一
石

作
三
郎
」
「
弘
安
四
年
四
月
十
五
日
立

之
」
、
地
蔵
菩
薩
を
示
す
梵
字
「
カ
」
が

彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
像
の
右
側
に
は
「
石

作
三
郎
」
と
石
工
の
銘
が
確
認
で
き
ま

す
。 

 

別
名
「
杖
あ
ず
け
の
地
蔵
」
さ
ん
と
も

呼
ば
れ
て
い
た
。
生
前
身
に
つ
け
て
い
た

も
の
を
こ
の
地
蔵
に
あ
ず
け
て
身
軽
に

な
っ
て
お
墓
に
入
る
。 

 

人
が
亡
く
な
る
と
、
生
前
、
身
に
つ
け

て
い
た
も
の
を
地
蔵
堂
に
預
け
る
こ
と

で
、
早
く
極
楽
に
導
い
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
願
い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

庶
民
の
願
い
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
あ
り

が
た
い
仏
さ
ま
と
し
て
、
今
も
大
切
に
ま

つ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

拓
本
に
よ
り
年
代
・
弘
安
四
年
（
１
２

８
１
）
の
年
号
が
読
み
取
れ
た
。
そ
れ
以

後
、
年
号
の
弘
安
か
ら
「
弘
安
地
蔵
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
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私
市
富
士
（
き
さ
い
ち
ふ
じ
） 

  
 

交
野
草
子 

 

 
 
 
 
 

第
４
巻 

１
８
ｐ 

 
 
 
 
 

廣
岡 
昌
子
著 

  
 

 

き
っ
と
茶
店
も
あ
っ
た
ろ
う 

 

岩
磐
街
道
の
入
り
口
に 

 

ち
ょ
こ
ん
と
座
る
三
角
お
山 

  

ず
っ
と
昔
に
岩
の
船 

 

天
か
ら
降
っ
た
も
見
て
い
た
ろ
う 

 

長
脛
彦
の
ひ
げ
づ
ら
も 

  

奈
良
と
京
を
結
ぶ
道 

 

道
の
関
守
り
私
市
お
山 

 

天
子
さ
ま
の
行
列
も 

 

ひ
そ
か
に
通
っ
た
隠
密
も 

 

旅
の
親
子
が
か
じ
っ
た
柿
も 

 

三
角
お
山
は
知
っ
て
い
る 

  

岩
磐
せ
せ
ら
ぎ
三
角
お
山 

 

夏
は
涼
し
い
青
い
山 

 

秋
は
真
っ
赤
に
も
え
る
山 

 

冬
は
ひ
っ
そ
り
ひ
そ
む
山 

  

雨
の
ふ
る
日
は
泣
く
よ
う
に
け
む
り 

 

蒙
古
①
へ
行
っ
た
男
達
を
し
の
ぶ 

 

春
は
か
す
み
の
花
ふ
ぶ
き 

 

 

植
物
園
の
家
族
ず
れ 

 

う
れ
し
い
顔
で
な
が
め
て
い
る 

  

私
市
乙
女
の
流
し
た
涙 

 

私
市
富
士
は
忘
れ
は
し
な
い 

 

詩
人
秋
児
②
の
ま
な
ざ
し
も 

 

私
市
富
士
は
覚
え
て
る 

 

戦
の
折
の
苦
し
み
も 

 

な
ん
で
富
士
が
忘
れ
よ
う 

 

村
人
と
共
に
悲
し
み
な
ぐ
さ
め
て 

 

有
史
前
か
ら
そ
び
え
て
る 

 
 

 

朝
な
夕
な
に
三
角
山 

 

悲
喜
こ
も
ご
も
仰
ぎ
み
る 

 
母
の
乳
房
の
甘
い
山 

  

ダ
ン
プ
が
走
り 

ホ
テ
ル
が
建
っ
て 

 

時
代
が
ど
ん
な
に
変
わ
ろ
う
と 

 

三
角
山
は
三
角
で 

 

姿
を
変
え
ず 
い
て
ほ
し
い 

 

昔
の
ま
ま
で
い
て
ほ
し
い 

 

私
市
富
士
は
み
ん
な
の
お
山 

 

母
な
る
大
事
な
三
角
お
山 

   

①
植
物
園
は
戦
前
、
満
蒙
開
拓
団 

 
 

の
訓
練
所
で
あ
っ
た
。 

  

②
私
市
が
産
ん
だ
夭
逝
の
詩
人
・ 

 
 

小
林
秋
児
の
こ
と 

 
 

詩
集
に
「
忘
れ
水
」
「
天
の
川
」 

 
 

が
あ
る
。 

標
高 

１
１
２
ｍ 

私市富士 
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加賀田用水記念碑 

私市富士 
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（獅子窟寺） 
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私市天田の宮あたりは土地が広

く、水がよく行きわたり、稲作には

申し分のない良田でした。 

 こうしたことから三世紀の終わり

から四世紀にかけて、この土地の開

発が進みました。 

その後肩野物部氏によって周辺一

帯が掌握されていった。 

【祭神】 

表筒男・中筒男・底筒男 

息長帯姫命 

＊甘の川→甘い水→甘い米→甘田 

田の神を祀る→甘田宮 

 磐船神社から５００㍍ばかり下った

ところに「石清水八幡宮」と彫った

石灯籠と梅の古木があります。 

 これは毎年秋、八幡宮の放生会行

列に奉仕する私市の御前払神人が笏

(しゃく)と共にこの梅の枝を持って、

道を払いつつ、行列をするという由

緒ある梅の木です。 
＊勅祭石清水祭(放生会)は、貞観五年(８６

３)、「生きとして生けるもの」の平安と幸

福を願う祭儀として始められました。 

私市からは御前拂神人、森からは火長神

人として毎年９月１５日の神事に奉仕され

ています 

 眺望もひらけ、昔から月見に最適と

いわれたため、月秀山の号をもつ私市

の松宝寺は、元々獅子窟寺にあったと

いわれる１２院の塔頭の一つ、松宝院

だったと思われます。 

 現在は融通念仏宗大念仏寺の末寺と

なっています。 
 

＊十二院とは 

吉祥院・松宝院・薬師院・華蔵院 

愛染院・渓月院・井上院・杉本院 

文殊院・日光院・普賢院・西 院 

 

○け
月 げ

つ

秀
山

し
ゅ
う
ざ
ん

の 

 
 
 
 
 
 

夜
半

よ

わ

の
月 つ

き 
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 獅子窟寺は私市集落から東の山の中

腹にあり、真言宗高野山派に属して

います。そして本尊の薬師如来坐像

は国宝の指定を受けています。 

 弘仁期(８１０～８２４)の作といわ

れ。カヤ材の一木造りで、すぐれた

刀痕をその眉等に残し、衣のひだが

翻波式のみごとな衣文を示し、豊か

な容姿は木彫像の技巧の頂点に達し

たかの感があります。 

 

＊大阪府下の仏像国宝は獅子窟寺他 
葛井寺：千手観音坐像 道明寺：十一面観音像 

観心寺：如意輪観音像 金剛寺：国宝・金堂三尊像 

（大日如来坐像・不動明王坐像・降三世明王坐像） 

 千手寺は今廃寺となりましたが、

亀山上皇が病気の時、獅子窟寺の薬

師如来坐像に祈願され、ここを行在

所(あんざいしょ)として千手観音を

祀って寺とされました。 

安置されている木造・聖観音菩薩

立像(平安時代)、木造・如意輪観音

坐像(室町時代)は、ともに市指定文

化財に指定されています。 
＊「聖徳太子絵伝」元享三年(1323) 裏書 

河内国交野郡師子窟脚(ふもと)井田別所住

□阿闍梨定慧 

私市 井出内(いでのうち)観音寺→千手寺 

 磐船神社から北に「鮎返しの滝」が

あり、若鮎がここから引き返すのでこ

の名がついています。 

 雨乞いの時は賓頭盧さんの赤い顔に

白粉(おしろい)をぬって、滝つぼへ吊

り下げました。 

 するとはずかしくて、白粉を洗い落

そうと大雨を降らせてくれたといいま

す。 

＊昔の百姓は、水を得るためにはどん

なことでもしかねなかったので、雨が

降るとなると仏様でも滝つぼへ吊り下

げたのかもしれない。 
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 豊臣秀吉が大坂城築城の時、諸侯に

命じて巨岩を運ばせましたが、この

磐船の巨岩もその中に入れられまし

た。 

 石屋に命じて石を割ろうとしまし

たが石から血が出たためにそのまま

にされたと伝えられています。 

 昔の説話ですが船形の巨岩が生き

ているような巧みな話といえましょ

う。 
＊鳥居をくぐり左側に不動明王石仏(天文十

四年：１５４５)対岸には四社明神(鎌倉時

代？)が大岩に彫られています。 
 

 獅子窟寺の北東、仁王門址から北へ

分かれた薮の中に二基の宝塔が並んで

います。 

 この付近は昔から百重(ももえ)が原

といって、見晴らしがよく古来より、

亀山院の分骨とか後亀山天皇陵とかい

われ、一般に王の墓と呼んでいます。 
＊河内名所図会に描かれた「亀山院陵」は

長方形の壇の上に低い土壇を築き、そこに

二基の石塔がみえる。石塔は基礎の上に直

接屋蓋をのせたものである。 

東・西塔とも基壇・基礎・屋蓋を残す。 

 
 

 若宮神社は私市の氏神です。 

 私市は、昔から一村二社となってい

ます。 

 江戸時代、私市村は磐船神社を総社

としていました。 

 その分霊(住吉神)を持ち帰り、村の

入口に鳥居を建ててこの宮を祀り、天

田の宮に対してこの宮を若宮としまし

た。 

＊若宮神社の境内には秋葉さんも、又

大神宮灯籠、そして廃蓮華寺まであり

ます。仏様・神さんがお集りになって

います。 
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❘
交
野
郷
土
史
か
る
た
❘
（
四
十
五
枚
） 

 

○あ
天
田

あ

ま

だ

の
宮 み

や

は 
田 た

の
神 か

み

ま
つ
る 

い
伊
丹

い

た

み

一
族

い
ち
ぞ
く 

傍
示

ほ

う

じ

の
里 さ

と

へ 

○う
梅 う

め

の
枝 え

だ 

供 そ
な

え
て
八
幡

や

わ

た

の 
放
生
会

ほ
う
じ
ょ
う
え 

え
烏
帽
子

え

ぼ

し

名 な

と 

官
途

か

ん

ど

名
記

な

き

し
た 
え
ぼ
し
ぎ

帳
ち
ょ
う 

お
織
姫

お
り
ひ
め

祀 ま
つ

る 

機
物

は
た
も
の

神
社

じ
ん
じ
ゃ 

か
か
い
が
け 

の
ぼ
れ
ば 

地
蔵

じ

ぞ

う

が
笑
う

わ

ら

う 

き
私
部

き

さ

べ

城
じ
ょ
う 

今 い
ま

は
名 な

の
み 

城 し
ろ

の
址 あ

と 

く
軍 ぐ

ん

書 し
ょ

読 よ

み 

人 ひ
と

の
集 あ

つ

ま
る 

無
量
光
寺

む
り
ょ
う
こ
う
じ 

○け
月 げ

つ

秀
山

し
ゅ
う
ざ
ん

の 

夜
半

よ

わ

の
月 つ

き 

○こ
国
宝

こ
く
ほ
う

の 

薬
師

や

く

し

如
来

に
ょ
ら
い

は 

獅
子
窟
寺

し

し

く

つ

じ 

さ
酒 さ

け

づ
り
に 

役
人

や
く
に
ん

の
監 か

ん

督 と
く 

し
縄
文

じ
ょ
う
も
ん

の 

遺
跡

い

せ

き

豊 ゆ
た

か
に 

神
宮
寺

じ
ん
ぐ
う
じ 

す
す
そ
を
め
ぐ
る
は 

山 や
ま

の
根 ね

の
道 み

ち 

○せ
千
手
寺

せ
ん
じ
ゅ
じ

は 

亀
山

か
め
や
ま

上
皇

じ
ょ
う
こ
う 

行 あ
ん

在
所

ざ
い
し
ょ 

そ
礎
石

そ

せ

き

に
し
の
ぶ 

開
元
寺

か
い
げ
ん
じ 

た
大
地
震

だ
い
じ
し
ん 

小
松

こ

ま

つ

の
本
尊

ほ
ん
ぞ
ん 

谷
底

た
に
そ
こ

へ 

ち
長
宝
寺

ち
ょ
う
ほ
う
じ 

瓦
か
わ
ら

は
語 か

た

る 

そ
の
偉
容

い

よ

う 

つ
つ
く
ね
飯 め

し 

食 く

ら
っ
て
運 は

こ

ぶ ぶ 

大
鳥
居

お
お
と
り
い 

○て
伝
説

で
ん
せ
つ

豊 ゆ
た

か
な 

天 あ
ま

野
川

の

が

わ 

と
富 と

み

く
じ
の 

古 ふ
る

い
記 き

録 ろ
く 

星
田
寺

し
ょ
う
で
ん
じ 

な
夏 な

つ

の
陣 じ

ん 

徳
川

と
く
が
わ

家
康

い
え
や
す 

陣
屋

じ

ん

や

跡 あ
と 

に
西 に

し

向 む

き
本
堂

ほ
ん
ど
う 

善 ぜ
ん

林
寺

り

ん

じ 
○ぬ
ぬ
れ
て
い
る 

び
ん
ず
る
さ
ん
も 

滝 た
き

の
中 う

ち 

ね
念
仏

ね
ん
ぶ
つ

を 
教 お

し

え
伝 つ

た

え
て 

明
遍
寺

み
ょ
う
へ
ん
じ 

の
野 の

は
狩
場

か

り

ば 
か
た
野 の

の
里 さ

と

は 

歌
所

う
た
ど
こ
ろ 

は
八
丁
三
所

は
っ
ち
ょ
う
み
と
こ
ろ 

星 ほ
し

が
降 ふ

る 

○ひ
秀 ひ

で

吉 よ
し

の 

力
ち
か
ら

も
お
よ
ば
ぬ 
舟
形

ふ
な
が
た

巨
岩

き
ょ
が
ん 

ふ
古 ふ

る

い
民
家

み

ん

か

の 

山
添
家

や
ま
ぞ
え
け 

へ
別 べ

つ

峯 ぽ
う

ひ
ら
く 

光
通
寺

こ
う
つ
う
じ 

ほ
宝 ほ

う

形
ぎ
ょ
う

造 づ
く

り
の 

滝 た
き

不
動

ふ

ど

う 
ま
枕

ま
く
ら

の
草
子

そ

う

し

に 

野 の

は
か
た
野 の 

○み
見 み

は
ら
し
の 

ひ
ら
け
た
所

と
こ
ろ

に 

王 お
う

の
墓 は

か 

む
昔

む
か
し

か
ら 

交
野

か

た

の

の
春 は

る

の 

さ
く
ら
狩 が

り 

め
免
除

め
ん
じ
ょ

の

源
み
な
も
と 

白
旗

し
ら
は
た

の
池 い

け 

も
門 も

ん

長
屋

な

が

や 

大 お
お

き
な
構 か

ま

え
は 

代
官

だ
い
か
ん

屋
敷

や

し

き 

や
八
幡

や

わ

た

の
神
主

か
ん
ぬ
し 

村 む
ら

の
名 な

に 

ゆ
悠

久

ゆ
う
き
ゅ
う

の
姿

す
が
た 

山
頂

さ
ん
ち
ょ
う

の
岩 い

わ 

よ
吉
田
屋
藤
七

よ

し

だ
や

と
う

し

ち 

幕
府

ば

く

ふ

に
進
言

し
ん
げ
ん 

ら
雷
神

ら
い
じ
ん

が 

小
便

し
ょ
う
べ
ん

か
け
た 

い
ば
り
石

い

ば

り

い

し 

り
竜
王
山

り
ゅ
う
お
う
ざ
ん

は 

雨 あ
め

の
神 か

み 

る
瑠
璃
光
山

る

り

こ

う

ざ

ん 

薬
師
寺

や

く

し

じ

に 

千
体
仏

せ
ん
た
い
ぶ
つ 

れ
連
判
状

れ
ん
ぱ
ん
じ
ょ
う 

残 の
こ

す
星
田

ほ

し

だ

の 

若 わ
か

い
衆

し
ゅ
う 

ろ
路
傍

ろ

ぼ

う

に
は 

東
高

ひ
が
し
こ
う

野 や

の 

一
里
塚

い
ち
り
づ
か 

○わ
若
宮

わ
か
み
や

神
社

じ
ん
じ
ゃ

は 

住
吉

す
み
よ
し

信
仰

し
ん
こ
う 

京
京

き
ょ
う

へ
五
里

ご

り 

大
阪

お
お
さ
か

へ
も
五
里

ご

り 


